
令和 5年度 第 1回 函南町障がい者自立支援協議会（函南あいのわネット）議事録要旨 

 

■日時：令和 5年 4月 26日（水）13：30～14：25 

■場所：函南町役場 2階 大会議室 

■出席者：計 32名（協議会委員 27名、事務局 5名）  ■欠席委員：3名                                        

 

【本会議の進め方について】 

  令和 5年 4月 1日から函南町審議会等の会議の公開に関する規則が施行され、審議会等の運営の透 

明性、公平性を確保するため、また町政に対する町民の理解と信頼を深め、開かれた町政の運営に寄

与することを目的に、町内で開かれる協議会などについては、原則一般に公開することとなった。 

本会議も原則公開となるが、個人情報にかかることなど公開することが不適切な内容については、 

委員の皆様にはかりながら進めていくこととなるため、ご理解・ご協力をお願いしたい。 

 

１．開会 

２．厚生部長挨拶 

３．協議会委員の紹介 

委員の改選により、令和 5年 4月から新たな任期を務めていただく協議会委員の自己紹介を行

った。25の事業所・団体は前任期より継続。5事業所・団体が交代となった。 

 

４．会長・副会長の選出 

本協議会設立当初から 6年に渡り会長を務めていただいたサニープレイスの石田様、副会長を 

務めていただいた放課後くらぶこるりの長谷川様より、業務の都合による退任の意向があり、 

今年度は新たに選出する必要がある。 

会長の選出方法については事務局に一任したいとの意見があり、事務局から手をつなぐ育成会 

の佐藤様を推薦。多数委員の賛同により決定した。 

副会長については会長の指名により、放課後等デイサービス向日葵の荻野様に決定した。 

 

佐藤会長より：他市町と比べても活動が活発であり、流れを止めないように頑張っていきたい。 

障害者計画、障害福祉計画・障害児福祉計画の３計画の策定時期でもあり、障害者権利条約を 

めぐる国連勧告において、分離されている特別支援教育の中止や、強制入院の廃止と脱施設を 

推進することなどがあり、現状の考え方を変えていかねばならない。本協議会の理念に向け 

て、協力しながら進んでいきたい。 

荻野副会長より：向日葵を開設してから運営委員として参加していたが、協議会は重要な機能を 

持っている。事業所も年々増加し、繋がりが増えていくことは喜ばしいことである。就労支援 

部会も組織され、チームの一員として仲間入りしていく子どもたちの将来を見据え、横のつな 

がりを深めつつ、切れ目なくバトンを渡せるようにその基盤づくりに努めていきたい。 

  

５．函南あいのわネットについて 

・平成 29年 4月から町単独の協議会となり、通称名を「函南あいのわネット」とするなど設立の 

流れを説明し、その理念と目的、組織図の説明を行った。 

  ・地域生活支援拠点整備委員会については今年度よりクローバーネット内で実施していく。 



６．議事 

※出席者の確認…委員 30名中 27名の参加により、設置要綱に基づき本協議会は成立とする。 

［１］令和 5年度函南あいのわネット活動計画  ※資料参照 

（１）運営会議…事務局より 

・役割やメンバー、第 1回会議の実施報告を行った。今年度も隔月に開催していく予定。 

（２）就労支援部会…部会長より 

・PRチラシにより、商工会や町と一緒に民間から仕事を受けられるようにしていきたい。 

・新たに町体育館の清掃を受託できたが、ふれあいセンターの清掃は受託不可であった。 

できれば随意契約としていただきたい。事業所や利用者の特性上、継続が望ましい。 

・事前アンケートを元に、今年度第 1回目の部会を開催済み。支援技術の向上や制度の勉強会 

の必要性ついて、意見が上がった。サービス向上や工賃向上につながる勉強会等を開催して 

いきたい。 

（３）障害者週間イベント実行委員会…事務局より 

・11月末に文化センターを仮予約済み。実行委員会は 5月以降に始動していく予定。 

・イベントの日程や会場、内容等が確定したら改めてお知らせするが、準備や当日など皆様の 

御協力をお願いしたい。 

（４）新規プロジェクト…事務局より 

・精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に関するプロジェクトを発足し、 

5月より活動していきたい。 

 

＜質疑応答・意見＞ 

  ・部会も新規プロジェクトも、活発な意見交換や活動ができるとよい。 

   ・まごころ会内にもピアサポーターとして活躍している人材がいるため、ぜひ連携を。 

 ・当事者や家族が情報を享受する場面提供が必要。家族会の高齢化や社会的入院の解消など、 

課題は多い。知恵を出し合い、よりよい精神保健福祉を目指し前向きに取り組んでいきたい。 

 

＜福祉課より＞ 

就労支援部会の随意契約について前向きに検討したい。昨年から「あったか手作り販売会」 

   を庁舎 1階ロビーで開催している。どこの事業所がやっているのか、どこで売っているのか、 

   より一層の周知をしていく必要があり、のぼり旗の作成を検討していきたい。町としても協議 

   しながら工賃向上に向け、できることをやっていきたい。 

  

  ※採決により、令和 5年度函南あいのわネット活動計画について出席委員全員一致で承認。 

 

７．その他・連絡事項 

   ・障害福祉サービス事業所等一覧更新のための調査協力をお願いしたい。 

 ・函南町障害者計画の点検・評価のための事前調査を各担当課へ依頼した。策定の都合上、 

点検・評価を例年より早めに実施していくため、ご協力をお願いしたい。 

    

８．閉会 

以上 



［１］令和 5 年度 函南あいのわネット活動計画 

（１） 運営会議 

１．運営会議について 

    町内の福祉サービス事業所、医療機関、家族会及び行政担当者の 11 団体で構成。 

相談支援事業所連携会議等で抽出された地域課題について、協議・調整を行い、 

プロジェクトチームを立ち上げ、その後の進捗状況を把握して助言や提案を行う。 

 

２．．令和 5年度活動内容 

 日時・場所 参加人数 協議内容 

第 

１ 

回 

令和 5 年 4 月 20 日(木) 
13：30～15：05 

役場 5 階 第 1・２会議室 

12 名 

運営委員・協議会委員の交代について 

就労支援部会・クローバーネット活動報告 

今年度の取り組みについて 

第 

２ 

回 

令和 5 年 6 月 8 日(木) 
役場 5 階 第 1・2 会議室 

  

第 

３ 

回 

令和 5 年 8 月 10 日(木) 
役場 5 階 第 1・2 会議室 

  

第 

４ 

回 

令和 5 年 10 月 1２日(木) 
役場 5 階 第１・2 会議室 

  

第 

５ 

回 

令和 5 年 12 月 7 日(木) 
役場 5 階 第１・2 会議室 

  

第 

６

回 

令和 6 年 2 月 8 日(木) 
役場５階 第１・2 会議室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）就労支援部会 

 

 

就労支援部会 

活動内容 PR チラシの配布、情報交換、工賃向上のための取り組み 

勉強会など支援者の質の向上に向けた取り組み等 

活動期間 令和５年 4 月～令和 6 年 3 月を予定。会議の頻度は検討する。 

部会員 志～cocoro～、わかくさ共同作業所、サニープレイスかんなみ、 

合同会社 望、ポパイ、むすび函南柏谷、事務局（リベルテ、福祉課） 

 

（３）障害者週間イベント実行委員会 

 

 

障がい者週間イベント実行委員会 

活動内容 障害者週間（12 月 3 日～9 日）の啓発を目的とした「あいのわふれあいマ

ルシェ」について開催内容を検討していく。 

活動期間 令和 5 年 5 月～12 月を予定。会議の頻度は検討する。 

実行委員 育成会、伊豆田方分校、ポパイ（就労支援部会代表）、 

さくらキャンプ（児童事業所代表）、福祉課、リベルテ 

 

 

（４）新規プロジェクト 

 

 

プロジェクト名 精神にも包括プロジェクト（仮） 

課     題 年 2 回開催している函南町精神保健福祉連絡会において、その設置目的で

もある、精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築（以下、「に

も包括」）に向けた役割を十分に果たすことができていない。 

目 的 精神保健福祉連絡会の在り方も含め、にも包括に関する協議を行う。また、

継続的な取り組みを見据え、どのようなことが町でできるのかを検討する。 

期 間 令和５年 5 月～令和６年１月に毎月開催予定。 

チームメンバー NTT 東日本病院、伊豆函南病院、サニープレイスかんなみ、福祉課、リベ

ルテの予定。 

内容により、精神科訪問看護、まごころ会、ピアサポーター、居住支援法人

等をゲスト招集。 

 

 


